
 

令和４年度第１回 
原村地域創生検討委員会 

原村総合計画審議会 
合同会議 次第 

 
 

日時：令和４年 10月 21 日（金）14：00～ 

                   場所：原村役場 ３階 講堂 
 
１ 開  会 

   

２ 村長あいさつ 

 

３ 委嘱状の交付 

 「原村地域創生検討委員会」及び「原村総合計画審議会・原村行政改革審議会」の

委嘱状交付 

 

４ 自己紹介 

 

５ 各委員会等の説明及び正副委員長・会長の選出 

  

６ 議  事 

 （１）令和３年度に実施した地域創生関連交付金事業の効果検証について 

  

（２）令和３年度総合計画及び総合戦略の評価について 

 

７ そ の 他 

 

８ 閉  会 

 

  



令和４年度第１回 
原村地域創生検討委員会 

原村総合計画審議会 
合同会議 議事録 

 

○日時 

 令和４年 10 月 21日（金）14：00～15：53 

 

○会場 

 原村役場 ３階 講堂 

 

○出席者 

 ＜原村地域創生検討委員、原村総合計画審議会員＞ 

 牛山 德康委員、石川 高明委員、木下 強委員、小平 春仁委員、北原 一幸委員、 

松岡 隆志委員、伴在 賢時郎委員、五味 光亮委員 

 ＜職員＞ 

 五味村長、清水総務課長、菊池企画振興係長、阿部商工観光係長、清水田舎暮らし推進係長、 

荒木企画振興係主任 

 

○欠席者 

 林 公昭委員、飯島 裕介委員 

 

○会議概要 

１開会  

清水総務課長 「令和４年度第１回 原村地域創生検討委員会・原村総合計画審議会合

同会議」を開催する。総合計画は最上位計画となり、本会議も大変重要

な会議となる。新型コロナウイルス感染対策として、長時間の会議とな

らないよう協力をお願いする。会議は次第に沿って進行する。 

２村長あいさつ  

五味村長 「令和４年度第１回 原村地域創生検討委員会・原村総合計画審議会合

同会議」に出席いただきありがとうございます。村においては一昨年の

11 月に人口８千人を達成した。これは新型コロナウイルスの影響の一過

性のものか、移住施策によるものか気になるところ。皆様にはこうした

ことも検証いただき、足腰の強い原村にしていきたい。よろしくお願い

いたします。 

３委嘱状の交付  

～五味村長から各委員へ委嘱状の交付～ 

４自己紹介  

清水総務課長 新規に委員になった方もいる。五味村長から順に自己紹介をお願いする。 

～出席者自己紹介～ 



５各委員会等の説明及び正副委員長・会長の選出 

菊池企画振興係長 ～①地域創生検討委員の目的、所掌事務、②総合計画審議会、③行政改

革審議会の任務について説明～ 

清水総務課長 「正副委員長等の選出」を行う。委員長等は委員の互選により定めるこ

とと規定されている。選出方法だが、まず委員長・会長に立候補される

方がいれば挙手をお願いする。 

各委員 ～立候補なし～ 

清水総務課長 事務局の腹案として、委員長に「牛山 德康様」にお願いしたらどうかと

思うがどうか。 

各委員  ～異議なし～ 

清水総務課長 続いて、副委員長・副会長に立候補される方がいれば挙手をお願いする。 

各委員 ～立候補なし～ 

清水総務課長 こちらも事務局の腹案として、副委員長に「石川 高明様」にお願いした

らどうかと思うがどうか。 

各委員  ～異議なし～ 

清水総務課長 それでは、委員長に「牛山 德康様」副委員長に「石川 高明様」にお願

いする。五味村長はここで退席となる。委員長、副委員長から挨拶をお

願いする。 

委員長、副委員長 ～あいさつ～ 

総務課長 ありがとうございました。 

議事に移るが、議長は規定により委員長にお願いする。 

６議事  

荒木企画振興係主

任 

～資料１に基づき説明～ 

委員長 「令和３年度総合計画及び総合戦略の評価について」に入る。事務局

から説明お願いする。 

阿部商工観光係長 ～資料２に基づき説明～ 

清水田舎暮らし推

進係長 

～資料３に基づき説明～ 

委員長 事業の概要についてご質問ある方がいれば発言お願いする。 

委員Ａ 資料２のところだが、事業の詳細経費としてものつくり集積地諏訪の人

つくりプロジェクトの経費を確認したい。 

阿部商工観光係長 数字一部誤りがある。訂正をお願いする。 

委員Ｂ 資料３の関係で、KPI が分かりにくい。説明をお願いする。 

清水田舎暮らし推

進係長 

当初値の基準から積み上げで求めている。 

委員Ｃ 事業は終了ということになるのか。 

清水田舎暮らし推

進係長 

計画自体は平成 29 年から令和３年まで計画があり、その計画で実施し

ている。その計画としての使い方は、この令和３年度をもって一度終わ



りにする。今年度は、この日に利用したい方を募集しますという形で日

を決めて募集をかけている。 

委員Ｃ 利用者にとっては優しくない方法だと感じる。 

清水田舎暮らし推

進係長 

住民の安全を考え、利用方法を模索している。 

委員長 他になければ、この件については次回の合同会議で委員としての「事業

評価」を決定する。ここで事業実施部署は退室となる。 

委員長 続きまして、「令和３年度総合計画及び総合戦略の評価について」、事務

局から説明お願いする。 

菊池企画振興係長 ～資料４に基づき説明～ 

委員Ｂ 事業進捗率について、再度説明をお願いする。 

菊池企画振興係長 ～再度、説明～ 

委員長 他になければ、この件についてはご了承いただけたということでよろし

いか。 

各委員 ～了承～ 

委員長 以上で本日の議事は終了となりますので議長を退任させていただく。 

このあとは事務局にお願いする。 

７その他  

菊池企画振興係長 ～事務連絡～ 

８閉会  

清水総務課長 「令和４年度第１回 原村地域創生検討委員会・原村総合計画審議会合

同会議」を閉会する。ありがとうございました。 

  

  

  

  

  

  

  

 


